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やむをえないときは，直ちにその列車を停止させることになっ

ている。

(6) 列車の出発または到着通告

検知式または指導検知式を施行している停車場で，列車が出

発したとき，または到着したときは，駅長は直ちに相手停車場

の駅長に対しその旨を通告することになっている。

3 検知式 代用保安方式の一つで，復線運転をすることが

できる場合，故障などのため A.T.C. を使用できない列車を運

転するとき，駅長は，列車検知区間に列車のないことを相手停

車場の駅長と開通確認燈により相互に確認した後，その列車に

対して，事進行手信号代用器に進行信号を現示する。運転土は，

この進行信号の現示を確認しなければ，検知式を施行して運転

する列車を出発させてはならないようになっている。このよう

にして列車運転の安全を確保する列車保安方式である。

4 指調車検知主主 代用保安方式の一つで，線路の故障その他

のため， 1 線が不通となって単線運転をするときに用いられる

列車保安方式であって，停車場には，指導者腕章と指導券とを

備え，指導者は， 左腕に指導者腕章をつけ，駅長の指示を受け

て運転士と同乗するか， または指導券を運転士に渡す。運転士

は，指導検知式を施行する区聞に対する指導者が同乗するか，

または指導券を携帯しなければ，列車を運転しではならないこ

とになっている。指導券は，指理事者のいる停車場でなければ発

行できない。停車場から列車を出発させるときは，駅長は，列

車検知区間に列車のないことを相手停車場の駅長と開通確認燈

により相互に確認した後，その列車に対して，地上信号機に進

車場の出発進路の終端をそれぞれの設備境界としているが， と

もに同ーの操作により作用する構造となっている。停車場開用

は，停車場聞において取り扱うもので，常時は接点が開いてお

り ，操作したときは接点が閉じて軌道回路を直接短絡するもの

で，停車場構内用は，停車場構内において取り扱うもので，常

時は接点が閉じており，操作したときは接点を開いて，自動列

車制御装置の地上送信穏および構内各進路を間接に制御するも

のである。 (怯尾稔)

れっし々 Iまうごょうかいろせいぎよき 列車防護周囲

路制御器(自動列車制御事長置用) 新幹線では高速運転列車

の安全を確保し，かっ高能率運

転をするため A. T.C.( *自動71J '民

車制御装置) ， C. T.C.( *列車集

中制御装置)等の設備を も って J 

いるが，線路を巡回検査する係

員が， 突発的な線路障害その他

の設備の異状を発見して列車の

運転に危険であると判断したと

きは，直ちに事列車防護周回路

路か らすぐに扱えるようになっ

行進号を現示することになっている。この場合，復線運転をす ている。その構造は押しボタ γ

る方向と同方向に列車を運転し， A.T.C. を使用できるときは， 開閉器で，常時透明プラスチ ッ

指導者を運転士と同乗させたか，または運転士に指君事券を携帯 クカバーで封印されており，非

させたかを確認した後これを使用し，その列車を取り扱L 、，開 常の場合このカパーの上から押

通確認、燈および地上信号機を使用しないことになろτいる。さ

らに，その列車に対する出発進路の構成は，指導者が運転士と同

乗するか，または指導者が運転士に指導券を渡したことを確認

した後でなければ，行なってはならないことになっている。こ

のようにして列車運転の安全を確保する列車保安方式である。

5 指導式 代用保安方式の一つで，線路の故障その他のた

め 1 停車場開を 2 以上の区間に分割して，駅長は，相手停車場

の駅長と列車検知区間に列車のないことを開通確認燈により相

互に確認し，列車運転区間に l 人の指導者を定め，列車は指導

者が同乗しなければその区聞を運転できなL 、ようになっている。

さらに，その列車に対する出発進路の布陣成は， 指導者が運転士

と同乗したことを確認した後でなければ行なってはならない。

指導式を施行して列車を運転するときは， A.T.C. は使用しな

いで，地上信号機または手信号により列車の取扱いを行なうこ

とになっている。(早川武士)

れっし .1まうごスイッチ列車防鐙スイッチ 列車防

護装置の一種で，これを取り扱うことにより関係進路に停止信

号を現示させ*自動列車制御装置によって運転している列車

を，自動的に停止させる目的で，本線路に沿って設けられてお

り，その設置位置は (1) 盛土・切取り・高架区聞は，上下線

の各電車線住に 30-75m 間隔を基準に (2) 橋りょう区間等

で電車柱のない区聞は，上下線各別に 50m 間隔に通路手すりに

(3) ホーム上は，電車線支持柱となっている上屋柱および運転

事務室に上下線各線に (4) ずい道内は，全長 100m 以上のも

のに設け，その位置は，中央通路の側壁に上下線各別に 2∞m

間隔を基準として，それぞれ設置されている。

その種類は，停車場開用と停車場構内用の 2 種類があり，停

しボタ ンを圧下すると，軌道回

路がスイッチにより短絡され停 列車防護用回路制御器

止信号とな り，この地点に進行してくる列車は，車上のA.T.C.

が働いて自動的に停止する。なお停車場構内では連動設備が軌

道回路に関係するので，直接軌道回路を短絡しないで， A.T.C. 

送受信機の送信を断にして停止信号を出すようになっている。

(佐野陪良)

れっしゃほんすう 列車本数 列車の数をし、う 。すべて

の列車は個々に始発駅および終着駅が定められており，個人の

姓名と同様に闘有名詞としての列車番号が付けられ，これを 1
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